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所在 世田谷区玉川 ４－１６－６ 

園名 世田谷区立 玉川保育園 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設 

豊かなこころをはぐくむ園庭あそび 

「草花」チーム：園庭の端に花壇を作り、花を植え、ままごとや色水にも使えるように 

した。雑草も移植し虫を呼べるようにした。（虫チームとの連携） 

「虫」チーム：大きなプランターに雑草を植えて虫が集まる環境を作った。 

「泥」チーム ：園庭の隅に囲いを設置し、子どもたちがじっくり落ち着いて泥に触れる 

環境を設定した。 

「ままごと」チーム：砂場の横に大きな木製テーブルと椅子、子どもがすぐに取り出せるよ

うに、素材を入れるローワゴンを設置するなど、ままごとの遊びの充

実に取り組んだ。 

 

 

 

乳児用と幼児用の園庭があり、子どもたちは日々園庭あそびを楽しんでいる。その園庭

あそびの更なる充実を図り、子ども達が様々なあそびや発見、関わりの中から豊かな“ここ

ろ”をはぐくんで欲しいと考えた。子ども達の意向を汲み取り、園内 PT として「草花」

「虫」「泥」「ままごと」の 4 つのチームを立ち上げ、すくわく担当者を中心に各チームが

連携を取りながら、子どもも職員もやってみたい保育の実現に向けて園庭の整備や改善を

進めて行くこととした。 

【春】「園庭でどんなことをしてあそびたいか？」子どもたちからの意見を聞く。 

４・５歳児クラスは、５～６人のグループで話し合う。 

３歳児クラスは、２～３人ずつ集めて職員が聞き取りを行う。 

【春】「園庭にどんな遊具があったら楽しいか」「どんな風にあそびたいか」を話し合う。 

【夏・秋】子どもの意見を汲み取り職員が環境を整えたところで、実際にあそぶ。 

【秋・冬】保護者に、日々の様子やクラスだより、すくわくだより等を配信・掲示をし

て活動の様子を伝える。 



４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

「草花」チーム 

子どもと花壇づくりを行う。石や木を取り除き、枯葉や培養土を混ぜるなど一緒に作業を

する中で、土作りの大変さや面白さを感じていた。「どんなものを植えたい？」という問いに

対して、子どもたちは「ままごとにもつかえるもの」と言うことで一緒に考え、雑草やおし

ろい花を移植した。その際、花の色や形に興味を持ち、「これ紫だね」「小さいお花だね」と

気づいたことを言葉にする姿が見られた。また、花びらを集めて並べたり、ままごとに取り

入れたりと遊びを広げていた。 

「虫」チーム 

子ども達の目線の高さのプランターに雑草を植えたり、朽ちた丸太を置いたりして、湿っ

たエリアを作った。虫を見つけると「いた！」「ここにもいたよ！」と、友だちや保育者に伝

え観察する姿が見られた。「名前は何かな？何を食べるのかな？」という保育士の問いに、

「なんでうごくの？」「どこにいくの？」と更に疑問を持つ様子があり、図鑑を広げるなど興

味の持続性が見られた。カマキリの産卵シーンも子ども達と観察した。虫の観察を通して異

年齢の関わりも増えた。 

「泥」チーム 

砂とは異なる黒土の泥場を作る。「ここで何しようか？」「どんなことしたい？」という保

育士の問いに「お水を入れてみよう！」と意欲的に遊び始める。土と水を混ぜながら「どろ

どろになった。」「もっと水をいれよう！」と試行錯誤する姿が見られ、繰り返し泥の感触を

楽しみながら形や状態の変化に気づいていた。そこから、「泥団子作りたい。」と子どもから

声が上がる。「泥団子をもっと丸くしたい！」「壊れないようにするにはどうしたらいいんだ

ろう？」と子どもからの問いかけに、泥に関する絵本などを用意し、いつでも見られる環境

を整えた。子ども自身が自分たちで絵本をめくり調べ、実践する姿があった。 

「ままごと」チーム 

「どんな風にままごとを楽しみたいか？」という保育士の問いに、「草や花で色水ごっこや

ケーキをつくりたい」とのことであった。「すり鉢や透明の入れ物がほしい」という意見を汲

み取り、草花や水を入れた時に色がわかりやすいよう透明容器や内側が白い食器、細い木を

輪切りにした素材などを用意すると、様々な素材を組み合わせてままごとを楽しむ姿が見ら

れた。また、色水遊びでは、用意したすり鉢を使って草花を丁寧にすりおろし、色の違いや

変化に気づき楽しむ姿が見られた。また、子どもがすぐに手に取れるよう素材を入れるロー

ワゴンを購入し扱いやすいよう表示をし、木製テーブルや椅子を多めに揃えることで、子ど

もたちが集い、楽しめる環境を整えた。自然物を使って「ごはんできたよ」「どうぞ」とごっ

こ遊びが広がり、異年齢でのやり取りも増え、イメージを膨らませて遊ぶ姿が見られた。子

どもたち同士で役割を分担する姿も見られ、関係性や遊びの幅が広がっていった。 

 園庭において、「草花」「虫」「泥」「ままごと」の４つの環境を設定し、子どもが自ら興味

のある場に関わりながら遊びを深められるようにした。 

 保育者は子どもの気づきや発見に寄り添い、必要に応じて環境を調整したり、言葉掛け

を行ったりしながら、探求が広がるように関わった。 
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５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 今回の取り組みは、スタート当初、活動の進め方や方向性について迷いがあり、職員間で

共通認識を図りながら進めていくことに難しさを感じる場面もあった。 

 しかし、子どもの姿をもとに振り返りを重ねる中で、視点を共有しあうことの重要性に

気づき、少しずつ方向性を揃えていくことができた。また、職員間で意見を出し合うこと

で、新たな気づきや環境構成の工夫が生まれ、チームとして取り組む意識が高まった。その

中で、子どもたちが自ら興味関心をもった環境に主体的に関わることで、遊びを深めてい

く力を持っていることを改めて実感した。保育者として、活動を主導するのではなく、子ど

もの気づきや発見に寄り添い、“見守る”関わりの重要性に気づくことができた。 

 今後は、子どもの主体性をより引き出せるような関わりや環境構成を意識し、一人ひと

りの育ちを支えながら保育の質の向上に繋げていきたい。 


